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１月29日（火）にソリ教室がありました。いつもより早めに集まる１年生の子どもたちです。インフルエ

ンザによる欠席があり残念でしたが、天気に恵まれバスの中もゲレンデでも歓声が沸き起こるソリ教室でし

た。体を動かす活動が子どもたちの食欲を増させ、お昼のカレーライスはおかわりを何度もする子どもや普

段は食が細いように感じたお子さんもおかわりする姿がありました。普段から外で遊んでいたり、一年間し

っかり歩き通したりしたお

子さんが、ソリが人の方に

向かわないように体が自然

に反応し操作できているよ

うに感じました。振り返れ

ば、入学当時の一年生は歩

きなれずに登校も下校も時

間がかかり、保護者・地域

の方々や登校班の６年生を

中心に沢山お世話になりま

したがもうすぐ２年生へと

進級の準備です。２月７日

（木）に行われた来入児の

一日入学でも年長さんにや

り方を説明する成長の姿を

みせてくれました。また、

ソリ教室の翌日の30日の体育集会は１回目の縄跳びでした。１年から６年までの全クラスが体育館で縄跳び

の回数を数えます。４年生は毎日業間の時間に校庭で遊ぶ子どもが多い学年ですが、縄跳びでも一定の成果

をみせてくれました。体を動かすことで運動能力が高まることがあるように感じました。クラスで縄跳びを

行う時、友だちに跳ぶタイミングを教えようとかけ声をかける姿に、クラスで運動することでつながりも生

まれているように感じました。

裏面の新聞記事は７月６日（金）のものです。この記事は

本校にも当てはまると考え、安心安全の生活の尊さを感じま

した。

そこで、学校では７月中旬に来校される方々に見えるよ



うに「児童に注意！！」と、昇降口から出てくる子どもたちに見えるように「車に注意」と書いた看板を作

って、校門脇・昇降口付近に立て、今まで同様に事故がないように願ってきました。
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しかし、最近、登下校の時間と重なり児童が玄関前に何人かいたり、完全下校まで昇降口の周辺にランド

セルを置き、校庭で遊んでいたりする中、来校者が勢いよく玄関前まで接近する場面をみることがあります。

また別な来校者は登下校の時間帯で子どもたちの

姿がある時は校門の上の駐車場に車を置き来校し

てくださる方がおられます。７月から看板設置で取

り組んで参りましたが、看板だけで、上の新聞記事

のようなことが起こっては不安ですので、門柱付近

にチェーンをかけ玄関前にすぐに近づけないよう

にさせていただきました。もし、重い荷物があった

り、玄関前まで車を近づける必要があったりする場

合はチェーンをはずして入校をお願いします。子ど

もたちの安全な学校生活にご協力をお願い申し上

げます。

本年度も６月の地域祖父母公開参観日にご参加ありがとうございました。「６月は農繁期なので参加しにく

いので時期を変更していただきたい」等と貴重なご意見をいただきありがとうございます。学校といたしま

しても時期を変えたいところではありますが、様々な団体との行事の関係で別の日に移動することがかない

ませんので次年度も同期に開催させていただきます。大勢のご参加をよろしくお願いいたします。

学校自己評価にもたくさんのご感想・ご意見ありがとうございます。中でも「家庭学習の手引き」につい

て「再確認を活かしたい」「再配布して」…とご意見をいただきました。小学校の学習は，子どもたちが社会

人として自立するための基礎となる大切なものです。学校で子どもたちの学力向上に取り組み、家庭と連携

することで，学習内容がより確かに定着し，学力がより一層伸びますので、① 決まった時間に，毎日こつこ

つと行う ② 集中して学習する ③ 学習環境を整える ④ 子どものがんばりを認め，ほめて励ます 以上

①～④の家庭学習のポイント（手引き２㌻）の見返しをして、お子さんの将来のために支援していきましょ

う。


